






























































法 (Positron Emission Tomography, PET) は単光子放出断層撮像法 (Single photon emission 
computed tomography, SPECT) に比べ高感度で定量性に優れている。そのため、これまで
に様々な PET 用核医学分子イメージングプローブを用いて生体内 OATP 機能評価が検討
されてきたが、ヒトにおける肝取込みの寄与率が高い OATP1B1 に対する低選択性や肝取
込み能評価に適した肝取込みクリアランスを有していないことが問題点として挙げられ、








しかし、[18F]pitavastatin の合成には 18F の半減期、導入法の観点から新たな合成法の開
発が必要となった。そこで、芳香環に直接 18F を導入する必要がある[18F]pitavastatin の合
成には 18F 標識試薬を用いた方法が有用と考え、[18F]fluoroiodobenzene との鈴木カップリ
ング反応を利用することを計画した。 
まず、18F標識化に先立ち、18F標識への応用を前提とした pitavastatinの合成経路を検討






























分子イメージングプローブとしての 18F標識 pitavastatin誘導体の開発 
 




2 段階以内 (1段階が望ましい)、②反応がワンポットで可能、③精製操作は 1回の 3 つと
いう因子を考慮して、合成法を改善するために pitavastatin の誘導化を検討し、肝臓の有機
アニオントランスポーター機能のインビボ評価のための核医学分子イメージングプロー


















以上の結果より、[18F]PTV-F1 が臨床応用可能な OATP 機能評価のための核医学分子イ
メージングプローブとなりうることを見出した。 
